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「朝日新聞」より

一
九
六
五
年
当
時
、
ベ
ト
ナ
ム
で
は
戦
争
が
あ
っ

た
つ
人
々
の
民
族
解
放
の
戦
い
を
押
し
つ
ぶ
す
た
め

に
、
ア
メ
リ
カ
は
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
殺
人
兵
器
を
投

入
し
て
い
た
。
核
兵
器
も
そ
の
兵
器
メ
ニ
ュ
ー
か
ら

の
ぞ
か
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
＾
ッ
タ
イ
コ
ン

デ
ロ
ガ
か
ら
落
下
し
た
水
爆
は
、
だ
か
ら
も
し
か
し

た
ら
ハ
ノ
イ
市
民
の
頭
の
上
で
炸
裂
し
て
い
た
か
も

し
れ
な
い
の
だ
。
日
本
は
核
搭
戟
径
に
フ
リ
ー
パ
ス

を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
大
星
殺
人
計
画
に
手
を
貸

し
て
い
た
。
こ
の
構
図
は
今
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。

い
や
、
状
況
は
、
も
っ
と
悪
く
な
っ
て
い
る
と
い
う

べ
き
だ
ろ
う
ウ
空
母
一
隻
と
ト
マ
ホ
ー
ク
艦
二
隻
の

母
港
を
提
供
し
、
や
は
り
ト
マ
ホ
ー
ク
を
積
ん
だ
原

子
力
潜
水
艦
が
わ
が
も
の
顔
で
寄
港
す
る
こ
と
を
許

し
て
い
る
の
だ
か
ら
。

．．
 
こ
の
現
状
は
、
水
爆
か
ら
渥
れ
出
た
核
勃
質
が
海

の
生
き
物
の
命
を
じ
わ
り
じ
わ
り
と
お
か
し
つ
づ
け

る
よ
う
に
、
こ
の
国
の
民
主
主
義
と
私
た
ち
の
生
命

と
主
権
と
道
義
性
を
根
元
か
ら
む
し
ば
み
続
け
る
だ

ろ
う
｛
、
つ
ね
に
「
破
局
J
の
可
能
性
を
卒
み
な
が
ら
，

も
う
た
く
さ
ん
で
あ
る
C

い
つ
の
時
代
、
ど
の
場

所
で
あ
れ
、
生
命
と
核
は
共
存
で
き
な
い
。
核
艦
船

の
入
港
を
止
め
、
北
西
太
平
洋
の
非
核
化
・
非
軍
事

化
を
実
現
す
る
た
め
に
、
今
、
何
が
で
き
る
の
か
を

考
え
、
行
動
に
移
し
て
い
き
た
い
。
（
田
巻
一
彦
）
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マホークの国Li曲を許すな！全国迎勁
●維持会員（月間会費） ●参加会員（月1tl会費） ●通信会員

団体 1日 2000円 団体 1日 1000円 年間 1日
他］人i』 1000円 個人 1日 500円 2000円

あなたも仲間に！ （会費は本誌購誠料を含みます）
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次
の
二
つ
の
事
故
の
こ
と
ぐ

＊
一
九
五
0
年
十
二
月
十
日
、
B
1
5
0
、
米
国
外
‘

淵
：
・
飛
行
中
の
緊
急
事
態
の
た
め
、
核
物
質

の
カ
プ
セ
ル
を
含
ん
で
い
な
い
核
兵
器
を
一

0
五
0

0
フ
ィ
ー
ト
（
三
五
0
0
メ
ー
ト
ル
）
上
空
か
ら
海

上
に
投
棄
し
た
，
高
性
能
火
薬
が
爆
発
す
る
の
が
観

察
さ
れ
た
、
と
さ
れ
る
。

＊
一
九
五
九
年
一
月
十
八
日
、

F
1
0
0
｀
太
平
洋

劉
測
：
地
上
誓
戒
体
制
を
と
っ
て
い
た
飛
行
機
が
外

部
燃
料
タ
ン
ク
を
落
下
さ
せ
爆
発
と
火
災
が
発
生
し

た
が
、
核
カ
プ
セ
ル
は
飛
行
機
の
近
く
に
は
無
か
っ

た
、
と
さ
れ
る
。

い
ず
れ
も
、
「
核
事
故
は
通
常
火
薬
の
事
故
と
し

て
扱
え
」
と
い
う
基
本
方
針
（
注
）
に
そ
っ
た
報
告

で
あ
る
＾
ヽ
（
注
）
米
太
平
洋
軍
指
令
部
通
達
(
-
九
八
四
年

五
月
八
日
）

「
・
：
可
能
な
ら
ば
、
事
故
を
高
性
能
火
薬

の
事
故
と
し
て
扱
う
べ
き
で
あ
る
C

つ
ま

り
、
と
る
ぺ
き
手
続
は
、
生
じ
て
い
る
状

態
か
ら
要
求
さ
れ
る
最
小
限
度
を
越
え
て

は
な
ら
な
い
。

．．． 
核
事
故
の
す
べ
て
の
証

拠
を
、
で
き
る
だ
け
す
み
や
か
に
原
状
回

復
、
も
し
く
は
可
能
な
ら
ば
、
除
去
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」

注
① 日本政府は

あまりにも
無責任だ

（
次
ペ
ー
ジ
ヘ
） （（ 空母タイコンテロガ

・“”il mr可j9or＂曹暉•TmJl'“贔工＂
99“鴫曝漏＂ • -..."----朧• 艤輯“麟l1直日 圃＂庫麟..●-酬麟 “'n直 l暉 9畠l99191"’’,l9

二、

米
軍
艦
入
港
手
続
き
の
不
備
を
改
善
す
る
こ
と 明

ら
か
に
す
る
こ
と
。

と
り
わ
け
日
本
と
関
係
が
あ
る

申
し
入
れ
文

一
九
八
九
年
五
月
―
二
日

ト
マ
ホ
ー
ク
の
配
備
を
許
す
な
！
全
国
運
動

代
表
梅
林
宏
道

沖
縄
近
海
で
水
爆
搭
載
機
が
パ
イ
ロ
ッ
ト
、
水
爆
も
ろ
と
も
水
没
し
た
と
い
う
事
実
、
し
か
も
、
そ
れ

を
搭
載
し
て
い
た
空
母
が
、
そ
の
ま
ま
直
行
し
て
横
須
賀
に
入
港
し
て
い
た
と
い
う
事
実
は
、
私
た
ち
に

鷲
き
と
、
不
安
と
、
強
い
憤
り
を
与
え
ま
し
た
。
非
核
三
原
則
が
あ
る
が
ゆ
え
に
、
核
事
故
の
脅
威
に
私

た
ち
が
よ
け
い
に
さ
ら
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
私
た
ち
の
不
安
が
現
実
の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
昨
今
の
参
議
院
予
算
委
員
会
で
の
日
本
政
府
の
答
弁
を
聞
く
に
つ
け
、
日
本
政
府
は
今
回

の
事
件
か
ら
、
何
―
つ
教
訓
を
得
よ
う
と
し
て
い
な
い
こ
と
を
感
じ
ま
す
。
日
本
政
府
は
、
市
民
の
生
命

と
主
権
、
環
境
を
守
る
貴
任
を
自
覚
し
、
今
回
の
事
件
で
全
く
後
手
に
回
っ
て
い
る
こ
と
を
深
く
反
省
し

て
下
さ
い
。

私
た
ち
は
今
回
の
事
件
に
関
連
し
て
集
中
的
な
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
事
態
を
改
善
す
る
た

め
に
次
の
三
点
を
日
本
政
府
が
行
う
よ
う
に
要
請
い
た
し
ま
す
。

一
、
今
な
お
隠
さ
れ
て
い
る

4
件
の
核
事
故
、

か
も
知
れ
な
い

2
件
の
核
事
故
を
調
査
し
、

宇
野
外
務
大
臣
殿

「
太
平
洋
基
地
」

私
た
ち
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
一
九
八
一
年
に
国
防
省
に
よ
り
公
表
さ
れ
た
三
十
二
件
の
核
事
故
の
う
ち
、

八
件
の
場
所
が
外
交
的
理
由
の
た
め
隠
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
民
間
機
関
の
調
査
で
三
件
の
場
所
が

特
定
さ
れ
、
今
回
政
策
研
究
所
と
グ
リ
ー
ン
・
ピ
ー
ス
が
、
一
件
を
あ
き
ら
か
に
し
ま
し
た
。
従
っ
て
、

今
な
お
四
件
の
場
所
が
隠
さ
れ
た
ま
ま
で
す
。
fl
上
①
）

そ
の
う
ち
二
件
は
「
米
国
外
、
海
洋
上
空
，
一
ー
｀
九
五
O
・
―
二
・

1

O
)
、

ち九
込五
み九

月三
ら一
‘八
ココ 、ー、

、]〖
れさ
られ
のて
場い
所て

八
細と
をの
調関
査連
しが
た予
結想
果さ
をれ
公ま
表す
し゜
て環
＜境
だ汚
さ染

り［
-

日
米
地
位
協
定
第
五
条
が
あ
っ
て
も
、
事
態
を
改
善
す
る
方
法
が
あ
る
こ
と
は
、
他
国
の
例
を
見
れ
ば

明
ら
か
で
す
。
日
本
政
府
は
日
本
に
い
る
市
民
の
こ
と
を
考
え
る
気
持
ち
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
怒
り

を
覚
え
ま
す
。
至
急
改
善
し
て
く
だ
さ
い
。

棄通い
し達私な今
てをたい回
ぃ入ちこ明
る手はとら
国し‘でか
でま米すに
すし海゜な
。た軍こっ
＾゜がれた
注こ各で深
②れ国は刻
ーにの‘な
よ港事事
るに故実
と入には
‘港対‘
日すし日
本るて本
はと市政
アき民府
メにをが
リ必守米
力要る軍
のなこ艦
同手との
盟続は日
国きで本
のをきヘ
中リまの
でスせ出
例卜ん入
外ア゜港
的ッを
にプ全
主し く
体た把
性米握
を海 し
放軍て

9---

三
、
核
承
認
ず
み

(
N
u
c
l
e
a
r

C
e
r
t

i

f

i

e
d
)

米
軍
艦
を
調
査
し
、
ま
ず
そ
の
艦

の
入
港
を
非
核
三
原
則
に
よ
り
恒
否
す
る
こ
と
。

今
回
私
た
ち
の
調
査
に
よ
り
「
核
可
能
艦
」

(
N
u
c
l
e
a
r

C
a
p
a
b
l
e
)

と
い
う
分
類
よ
り
一
段
と
ラ
ン
ク

の
高
い
「
核
承
認
ず
み
」
と
い
う
資
格
が
存
在
す
る
こ
と
こ
、
そ
の
内
容
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

（
注
③
）
こ
の
資
格
は
、
核
任
務
（
装
着
と
発
射
）
を
与
え
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
単
に
核
可
能
艦
と

い
う
よ
り
明
確
に
核
装
備
を
裏
付
け
る
も
の
で
す
。
現
在
私
た
ち
は
、
核
承
認
ず
み
艦
船
名
を
調
査
中
で

あ
り
、
数
日
中
に
公
表
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
日
本
政
府
が
核
承
認
ず
み
艦
名
を
調
査
し
、

公
表
す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
、
非
核
三
原
則
順
守
の
と
り
あ
え
ず
の
基
準
と
し
て
「
核
承
認
ず
み
艦
」
の
入

港
を
拒
否
す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

ー
以
上
ー

●
注
①
＼
③
は
編
集
部
ま
と
め
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注
③ 海

軍
作
戦
部
長
通
達
(
-
九
八
六
年
八
月
十
二
日
）

「
米
海
軍
軍
艦
の
外
国
の
港
へ
の
寄
港
に
つ
い
て
l

は
約
一
五
0
の
国
に
つ
い
て
の
入
港
手
続
き
リ
ス
ト

で
あ
る
。
「
日
本
」
の
項
に
は
「
要
求
さ
れ
る
手
続

き
は
『
通
告
』
」
と
し
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い

る
G

「
横
須
賀
、
佐
世
保
、
岩
国
、
沖
縄
へ
の
入
港

に
は
（
通
告
の
）
必
要
な
し
。
一
定
の
制
限
水
道
を

通
過
す
る
時
は
、
二
0

0
メ
ー
ト
ル
以
上
の
船
は
、

第
七
艦
隊
司
令
官
の
定
め
た
通
告
を
必
要
と
す
る
一
＂

他
の
国
で
は
米
国
と
の
軍
事
条
約
が
あ
る
場
合
て

も
許
可
手
続
き
‘
あ
る
い
は
よ
り
墜
密
な
通
舌
義
務

を
課
し
て
い
る
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る

「
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
ふ
旧
防
省
核
兵
器
技
術
検
杏

シ
ス
テ
ム
」
に
よ
れ
ば
、
核
兵
器
承
認
検
査

(
N
u
c
l

e
a
r
 
W
e
a
p
o
n
s
 
C
e
rt
i

 

f

i

c
at
i

o
n
 
I
n
s
p
e
ct
i

o
n
)
と

は
核
能
力
を
持
っ
た
船
(
n
u
c
l
e
a
r
-
c
a
p
a
b
l
e

s
h
i
p
 

）
が
核
任
務
（
核
兵
器
の
装
着
と
発
射
）
の
遂
行
を

許
可
さ
れ
る
た
め
に
、
正
式
に
受
け
な
け
れ
は
な
ら

な
い
も
の
。
米
国
防
省
核
兵
器
局

(
D
N
A
)
も
し

く
は
海
軍
が
核
任
務
を
継
続
す
る
軍
艦
に
対
し
て
少

な
く
と
も
十
八
ヵ
月
に
一
回
行
う
。
内
容
は
技
術
的

な
組
み
立
て
作
業
、
保
繕
、
貯
蔵
機
能
、
取
扱
い
、

安
全
性
、
こ
れ
ら
の
機
能
と
直
接
に
関
連
の
あ
る
保

安
な
ど
。

五
月
十
五
日
の
「
西
日
本
新

間
」
は
、
一
面
ト
ソ
プ
て
戦
艦

ミ
ス
ー
リ
の
佐
世
保
寄
港
計
画

を
伝
え
た
。
「
関
係
筋
」
か
ら

と
さ
れ
る
記
事
よ
れ
は
、
ミ
ズ

ー
リ
は
九
月
に
予
定
さ
れ
て
い

る
太
平
洋
演
習
．
P
A
C
E
X

に
参
加
す
る
た
め
、
こ
の
夏
佐

世
保
に
寄
港
す
る
計
画
で
あ
る
令

ミ
ズ
ー
リ
は
八
十
六
年
夏
に
佐

世
保
に
寄
港
し
た
ニ
ュ
ー
ジ
ャ

ー
ジ
ー
と
同
じ
ア
イ
オ
ワ
級
戦
艦
て
、
ト
マ
ホ
ー
ク

を
三
十
二
発
搭
載
可
能
c

や
は
り
と
い
う
べ
き
か
C
P
A
C
E
X
演
習
か
へ

同
時
に
日
本
の
i
非
核
」
に
と
と
め
を
さ
す
ね
た
い

を
秘
め
て
い
る
こ
と
か
は
っ
き
り
し
た

だ
ま
っ
て
い
ら
れ
る
だ
ろ
う
か

注
②
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イ
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 一
、
、
や
よ
り

．
 
．
 
．
 
．
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．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
一

入

港

情

報

．
 
．
 
．
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．
 
．
 

"

P

級
11

（
原
子
力
潜
水
艦
バ
ー
ミ
ッ
ト
級
）

．
 

"

s
級
11

（
原
子
力
潜
水
艦
ス
タ
ー
ジ
ョ
ン
級
）

．
 

"

L

級
11

（
原
子
力
潜
水
艦
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
級
）

．
 
．
 
．
 
．
 

"

(

4

.

2

9

)

シ
カ
ゴ
(

L

級
）
午
前
1
0
時

．
 

＂

須

賀

を

出

港

．
 

•
(
5
.
8
)
ル
イ
ビ
ル

(
L
級
）
正
午

．
 
．
 

”

賀

に

入

港

．
 

”
(
5
。
9

)

ヘ
レ
ナ

(

L

級

）

正

午

．
 

”

に

入

港

．
 

~
(
-
3
•日）
ル
イ
ビ
ル

(
L
級
）

＂

横

須

賀

を

出

港

．
 

•
(
5
.
1
3
)

ヘ
レ
ナ

(
L
級
）

．
 
．
 

・

須

賀

を

出

港

．
 
．
 

•
(
5
．
げ
）
ハ
ド
ー

(
P
級
）

．
 
．
 

~
に
入
港

．
 
．
 
．．．．．．．．．．． 
。

．．．．．．．．．．．．．． 
霰
●
●
●

正
午

横
須
賀

午
前
1
0
時

横

午
前
1
0
時
横
須
賀
横
須 横

(

n

芸
戻
ぼ
沖
瑣
？
＇
竺
？
‘
↑
）

‘‘̀̀ 

当

時

タ

イ

コ

ン

デ

ロ

ガ

は

二

十

個

ぐ

ら

¥
,
0
 

f

>

 隠
し
て
お
く
つ
も
リ
は
な
っ
た
が
、

表

さ

れ

て

ほ

っ

と

し

て

い

る

。

核

攻

撃

の

演

習

は

実

物

を

使

い

、

ダ

ミ

ー

は

用

い

な 公

●
「

l
B
S
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
5
.
1
2
よ
り

（
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
在
住
の
41
オ
の
元
乗
組
員
）

横
須
賀

佐
世
保

ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
チ

t
 

↓一
1
1

日

］ ［ ： ： ：巴 ：三元正ぶい冦量

I 』 デレ如覆＝ぬ
： 九ノュホンて、訂井8301、そして連絡番号968・1071、次に暗誦番号 1071

クロハイレナイ イレナイ• -: ..................................................................................................................., 

1
9
8
9
年

5
月
1
7
日
現
在

各
港
へ
の
原
子
力
艦

入
港
回
数

ルイスピル、ヘレナ

垂直発射台 (CL S) 

搭載艦があいついで

入港／横須賀

| ‘
、
'

の
ど
こ
に
濯
く
と
い
う
の
か
。

い

の

核

兵

器

左

ば

人

：

だ

と

思

}

2

。
一

事

故

後

、

横

須

質

＼

北

ベ

ト

ナ

ム

爆

撃

後

の
休
暇
で
寄
港
し
た
。
事
故
後
了
~
二
日

た

っ

て

か

ら

だ

と

思

う
C

入
港
前
に
下
ろ

す

場

所

な

ど

ど

こ

に

も

無

い

。

艦

内

以

外
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八
八
年
八
月
三
十
一
日
、
ト
マ
ホ
ー
ク
艦
「
フ
ァ

イ
フ
」
「
バ
ン
カ
ー
ヒ
ル
」
が
ヨ
コ
ス
カ
を
母
港
に

し
た
。
核
ト
マ
ホ
ー
ク
の
極
東
配
備
が
明
ら
か
に
な

っ
た
と
き
か
ら
数
え
れ
ば
丸
五
年
。
。
二
隻
の
ヨ
コ

ス
カ
母
港
が
発
表
さ
れ
た
と
き
か
ら
カ
ッ
キ
リ
一
年

間
の
反
対
運
動
は
核
ト
マ
ホ
ー
ク
艦
の
入
港
を
と
め

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

ま
ず
は
「
一
敗
で
あ
る
」
と
い
う
の
が
反
対
運
動

に
か
か
わ
っ
た
人
々
の
率
直
な
感
じ
方
だ
っ
た
。
ヨ

理
に
た
ど
り
つ
く
こ
と
が
で
き
た
。

①
裁
判
の
柱
と
な
る
法
律
は
米
国
の
国
家
環
境
政

策
法
(
「

N
E
P
A
」
)
。
こ
の
法
律
は
「
人
間
環

境
の
質
に
大
き
く
影
響
す
る
主
要
な
連
邦
行
為
」
に

環
境
影
響
評
価
書

(
E
I
S
)
の
作
成
を
義
務
づ
け

て
い
る
。

②

N
E
P
A
は
、
米
本
土
以
外
の
連
邦
政
府
の
行

為
に
つ
い
て
も
適
用
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
「
ア

ラ
ス
カ
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
件
’
-
「
パ
ナ
マ
ハ
イ
ウ
ェ

イ
事
件
」
。

③
ヨ
コ
ス
カ
の
核
基
地
”
"
し
（
た
と
え
ば
ミ
ッ
ド
ウ

ェ
ー
の
母
港
や
ト
マ
ホ
l
'

ク
濫
の
母
港
）
は
、
ま
ぎ

れ
も
な
い
ア
メ
リ
カ
政
存
グ
国
策
c

し
た
が
っ
て
、

海
軍
は
E
I
S
を
作
成
す
る
義
務
が
あ
る
は
ず
。

④
そ
こ
で
ま
ず
、
ヨ
コ
ス
カ
の
「
母
港
化
計
画
」

に
つ
い
て
米
海
軍
が
環
境
影
響
評
価

(
E
I
S
)
を

作
成
し
た
か
ど
う
か
を
訓
べ
る
。
情
報
公
開
法
と
い

う
便
利
な
も
の
を
外
国
人
（
つ
ま
り
私
た
ち
）
も
使

え
る
こ
と
も
判
明
。

米
海
軍
が
「

E
I
S
」
を
作
成
し
て
い
な
け
れ
ば
、

ョ
コ
ス
カ
の
「
母
港
化
計
画
」
は
手
続
的
に
き
わ
め

て
不
備
（
あ
る
い
は
違
法
）
な
も
の
と
な
る
し
、
仮

に
作
成
さ
れ
て
い
れ
ば
、
そ
の
内
容
が
妥
当
な
も
の

か
ど
う
か
争
う
、
と
い
う
わ
け
だ
。
ヨ
コ
ス
カ
で
の

核
事
故
を
想
定
分
析
し
た
ジ
ャ
ク
ソ
ン
・
デ
イ
ビ
ス

氏
の
レ
ポ
ー
ト
は
、
こ
こ
で
大
な
力
を
発
揮
す
る
だ

ろ
う
。

よ
し
ー
．
い
け
る

← （
 

＊
 

＊
 

＊ 

新
し
い
会
の
発
足
ヘ

/
“
"
‘
 

コ
ス
カ
に
中
距
離
核
が
居
座
り
続
け
、
二
隻
の
ト
マ

ホ
ー
ク
艦
は
空
母
戦
闘
団
の
一
員
と
し
て
す
ぐ
さ
ま

作
戦
任
務
に
つ
く
「
日
常
」
の
中
で
、
私
た
ち
の
運

動
に
終
り
は
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
「
ま
ず
は
一
敗
」
。

年
が
明
け
て
、
私
た
ち
は
連
続
の
学
習
会
を
ス
タ

ー
ト
し
た
。
母
港
化
後
の
運
度
の
今
後
を
見
定
め
る

た
め
、
私
た
ち
自
身
が
必
要
と
し
た
学
習
会
だ
っ
た
。

ジ
ャ
ク
ソ
ン
・
デ
イ
ビ
ス
氏
を
招
い
て
行
っ
た
、
県

民
審
査
会
（
八
九
年
六
月
…
編
集
部
）
と
同
じ
内
容

に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ね
、
と
い
い
な
が
ら
も
、
新
年
会

も
か
ね
た
第
一
回
の
学
習
会
は
け
っ
こ
う
に
ぎ
や
か

な
も
の
に
な
っ
た
。

話
題
の
中
心
が
「

N
E
P
A
」

情
報
公
開
法
に
よ
る
「
海
軍
E
I
S
」
の
存
在
を

つ
き
と
め
る
作
業
は
順
調
に
進
ん
で
い
る
。
第
一
信

と
し
て
、
ヨ
コ
ス
カ
の
問
題
は
太
平
洋
艦
隊
司
令
部

の
管
轄
で
あ
る
と
い
う
返
事
が
送
ら
れ
て
き
た
。

鴬
見
先
生
の
努
力
に
よ
っ
て
、
シ
ェ
ラ
ク
ラ
プ
の

協
力
も
期
待
で
き
る
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
話
が
が
す

す
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
思
い
切
っ
て
新
し
い
会
を
発
足

さ
せ
る
こ
と
を
私
た
ち
は
決
め
た
。
発
足
集
会
は
七

月
二
日
。
横
須
賀
教
育
会
館
で
。
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス

と
シ
ェ
ラ
ク
ラ
プ
か
ら
ひ
と
り
づ
つ
ゲ
ス
ト
を
招
く

交
渉
も
ス
タ
ー
ト
し
た
。
元
環
境
庁
長
官
の
大
石
武

一
さ
ん
も
か
け
つ
け
て
く
れ
る
事
に
な
っ
た
。

不
明
な
点
は
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
も
そ

も
こ
う
し
た
裁
判
が
成
立
す
る
か
ど
う
か
。
や
っ
て

み
な
く
て
は
分
か
ら
な
い
C

そ
し
て
、
も
ち
ろ
ん
、

勝
つ
と
は
限
ら
な
い
。
い
や
、
ほ
と
ん
ど
、
敗
け
は

わ
か
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
タ
イ

コ
ン
デ
ロ
ガ
の
水
爆
事
故
で
も
明
ら
か
な
よ
う
な

「
事
前
協
議
」
の
デ
タ
ラ
メ
な
か
ら
く
り
を
破
る
た

め
、
日
本
政
府
の
頭
越
し
に
ア
メ
リ
カ
政
府
を
相
手

N
E
P
A
と
E
I
S
と
情
報
公
開
法

や
っ
つ
け
る
話

一土］［シ

詞
塁［］

で

ア
メ
リ
カ
を

（
米
国
家
環
境
政

新
倉
裕
史

●
非
核
市
民
宣
言
運
動
ヨ
コ
ス
カ

ま
ず
は
海
軍
E
|
s

策
法
）
だ
っ
た
。
請
師
の
鷲
見
一
夫
先
生
（
横
浜
市

立
大
学
教
授
）
を
か
こ
ん
で
「
ア
メ
リ
カ
を
裁
判
で

や
っ
つ
け
る
話
し
」
は
お
お
い
に
は
ず
ん
だ
。

二
月
、
ア
メ
リ
カ
の
ユ
ー
ジ
ン
で
開
催
さ
れ
る

「
第
四
回
非
核
自
治
体
国
際
会
議
」
に
出
席
す
る
服

部
翠
さ
ん
が
も
っ
て
い
っ
た
A
4
の
チ
ラ
シ
が
、
こ

の
話
を
決
定
的
な
も
の
に
し
た
。
チ
ラ
シ
に
は
ヨ
コ

ス
カ
で
こ
れ
か
ら
と
り
く
も
う
と
す
る
「
夢
」
が
語

ら
れ
、
そ
の
た
め
に
ア
メ
リ
カ
で
の
協
力
者
を
私
た

ち
は
必
要
と
し
て
い
る
と
い
う
訴
え
が
書
か
れ
て
い

た。
お
ど
ろ
く
よ
う
な
反
応
が
あ
っ
た
と
、
帰
っ
て
き

た
翠
さ
ん
は
熱
っ
ぽ
く
語
る
。
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
を

は
じ
め
と
す
る
人
々
が
、
強
い
関
心
を
示
し
、
協
力

を
約
束
し
て
く
れ
た
の
だ
っ
た
。

号

2
二
月
二
十
日
発
行
参
照
…
編
集
部
）

「
よ
し
い
け
る
1

1

[

」
と
私
た
ち
は
思
っ
た
。

◆
◆
 

（
本
誌
第
四
十
一

と
は
い
っ
て
も
、
こ
の
「
ア
メ
リ
カ
を
哉
判
で
や

っ
つ
け
る
話
」
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
だ
っ
た
。

「
N
E
P
A
」
を
は
じ
め
や
た
ら
横
文
字
が
飛
び
出

す
話
は
、
の
み
こ
む
の
に
時
間
が
か
か
る
。
鷲
見
先

生
の
三
回
の
学
習
会
と
の
市
内
在
住
の
呉
東
（
ご
と

う
）
弁
護
士
の
協
力
で
、
ど
う
に
か
次
の
よ
う
な
整

ど
っ
て
モ
ノ
言
う
こ
こ
ろ
み
は
、
け
し
て
ム
ダ
な
努

カ
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

も
し
ヨ
コ
ス
カ
で
う
ま
く
い
け
ば
、
ア
メ
リ
カ
が

基
地
を
お
い
て
い
る
世
界
中
の
地
域
か
ら
、
逆
の
臼

囲
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
。
た
と
え
ば
厚
木
。

N

L
P
（
艦
載
機
の
夜
間
飛
行
訓
練
）
と
い
う
日
本
政

府
も
認
め
ざ
る
を
え
な
い
環
境
破
壊
に
関
し
て
、
米

海
軍
は
ど
の
よ
う
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
作
っ
て
い
る

の
か
、
い
な
の
か
。

基
地
問
題
の
新
し
い
切
り
口
が
、
今
始
ま
ろ
う
と

し
て
い
る
。
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去
る
三
月
始
め
、
ソ
連
の
新
造
原
子
力
貨
物
船
セ

プ
モ
ル
プ
ー
ト
号
が
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
な
ど
太
乎

洋
岸
の
五
つ
の
港
で
港
湾
労
働
者
、
市
民
、
市
議
会

の
反
対
に
よ
っ
て
入
港
を
拒
否
さ
れ
た
。
こ
れ
は
本

紙
前
号
「
海
外
か
ら
」
で
「
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
タ
イ

ム
ズ
」
の
記
事
を
引
用
し
て
紹
介
し
た
と
お
り
で
あ

る
が
、
三
月
十
四
日
付
け
の
「
ジ
ャ
パ
ン
・
タ
イ
ム

ズ
」
の
モ
ス
ク
ワ
発
U
P
I
電
に
よ
り
、
こ
の
事
態

●
海
外
か
ら

は
三
月
十
二
日
ま
で
に
は
「
解
決
」
し
、
同
号
は
ウ

ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
入
港
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

同
市
の
複
数
の
専
門
家
が
船
内
を
調
査
し
た
結
果
、

原
子
炉
は
安
全
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
の
を
受
け
て
、

市
議
会
は
入
港
拒
否
決
議
を
撤
回
し
た
。
荷
役
作
業

を
拒
否
し
て
い
た
港
湾
労
働
者
も
作
業
従
事
に
同
意

し
た
。しか
し
、

だ
が
、

「
ジ
ャ
パ
ン
・
タ
イ
ム
ズ
」
に
よ
れ
ば

火
種
は
消
え
ず

ソ
連
核
艦
船
事
情
・
続
報

入
港
を
許
さ
れ
た
原
子
力
船

［収人］

0前月からの繰越 △131,803 

経常繰越 118,197 
借入金繰越 △250,000 

0今月の収入 201,300 

会費収入 41,000 

維持団体 12,000 
維持個人 1,000 
参加団体 12,000 
参加個人 。
通信会員 16,000 

カンバ収入 45,300 

行動収人 46,250 

（チームスピリット・ハガキ運動）

在庫品売り上げ 58,000 

反核ホットライン

売り上げ

内

訳

会計報告
(89.4.14~5. 13) 

［支出］

●今月の支出

家貨 (5}-1分）

水道光熱費

霜話代

郵送代

文其代

印刷費

行動費

反核ホットライン経費

郵便振替等手数料

●次月への繰越

経常繰越
借人金繰越

10,750 

△117, 10.6 

40,000 

3,100 

4,150 

30,299 

13,621 

14,220 

8,536 

2,270 

910 

△ 47,609 

202,391 
△250,000 

＊
編
集

＊
定
価

同
じ
く
同
船
の
入
港
を
拒
ん
で
い
た
他
の
四
つ
の
港

の
港
湾
労
働
者
と
市
議
会
は
、
こ
の
時
点
で
は
入
港

拒
否
の
姿
勢
を
変
え
て
い
な
い
。
議
会
と
労
働
者
た

ち
は
、
こ
れ
ら
の
港
に
は
放
射
能
測
定
装
置
も
汚
染

除
去
手
段
も
無
く
、
核
事
故
に
対
処
す
る
た
め
の
非

常
時
対
策
も
立
て
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
拒
否
の
理

由

と

し

て

あ

げ

て

い

る

。

◆

◆

◆

前
号
の
発
行
遅
れ
が
響
い
て
、
こ
ん
な
大
事
な
時

に
八
ペ
ー
ジ
の
縮
小
版
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

市
民
と
自
治
体
の
動
き
を
全
く
の
せ
ら
れ
ず
残
念
。

次

号

で

は

必

ず

＇

（

た

）

月
刊
反
ト
マ
ホ
ー
ク
通
信
第
四
士
二
号

一
九
八
九
年
五
月
二
十
日
発
行
（
通
巻
四
十
四
号
）

＊
発
行
ト
マ
ホ
ー
ク
の
配
備
を
許
す
な
1
・
全
国
運
動

〒
一
五
0

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
ニ
ー
五
ー
九

パ
ル
青
山
五
0
ニ
ト
マ
喰
い
虫
社

e
o三
（
四
九
八
）
六
0
九
五

0
四
四
（
六
三
）
五
一

0
1

F
A
X
0
四
四
（
六
三
）
九
九
0
七

郵
便
振
替
東
京
六
ー
一
三
六
一
四
八

反
ト
マ
ホ
ー
ク
通
信
絹
集
委
員
会

1
0
0
円
（
通
信
会
員
年
間
二
0
0
0
円
｝

[
編
集
後
記
]


